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——研究文献のレビューとその含意—— 

吉川侑輝（立教大学） 

テーマセッション「コロナ禍と EMCA」（エスノメソドロジー・会話分析研究会「春の研究例会」） 

2021 年 3 月 20 日、zoom による遠隔開催 

要旨 

遠隔で取り組まれる音楽レッスンやリハーサルをはじめとした通信メディアによって媒介された

音楽活動は、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）が世界的な規模において拡大するなか、音楽

家たちが従事する新しい実践的課題を構成している。そこで本稿は、遠隔による音楽活動にかかわる

エスノメソドロジー・会話分析のレビューを行うことで、遠隔的な音楽活動の只中において音楽家た

ちが直面する道具や身体の利用にかかわる空間的課題や、通信の遅延をはじめとした時間的課題など

を明確にする。そのうえで本稿は、日常的実践としての遠隔音楽活動の研究が、社会学／文化人類学

的な音楽研究における理論的な課題や、遠隔音楽活動にともなう社会課題の解消に資するような理論

的／実践的含意をもたらす可能性を議論する。 

1 はじめに 

本稿の目的は、通信メディアによって媒介

mediate された活動としての遠隔音楽活動にかか

わ る エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ ー ・ 会 話 分 析

Ethnomethodology and Conversation Analysis

（EMCA）の検討をつうじて、それらの研究が備

える特徴や取り組み可能な研究の方向性などを議

論することである。 

遠隔で取り組まれる音楽レッスンやリハーサル

をはじめとした音楽活動は、新型コロナウィルス

感染症（COVID-19）が世界的な規模において拡大

するなか、音楽家たち――素人であれ、専門家で

あれ――の実践的な課題を構成している。こうし

た活動に対する可能な研究方針のひとつは、実践

それ自体が備える特徴や構造を明確にしていくと

いうアプローチ（Garfinkel 1967, 2002）であるだ

ろう。 

こうした課題を実践的な水準で検討することは、

少なくとも 3 つの水準において、EMCA 内外への

貢献に結びつくと思われる。第１は、いわゆる実

践者への「チュートリアル」（Garfinkel 2002; 池谷 

2007, 2019）であり、EMCA が、フィールドにお

いて取り組まれている実践的な課題を直接的／間

接的に支援する可能性がある。第 2 に、EMCA と

その周辺領域に対しても、貢献の可能性が見込ま

れる。遠隔音楽活動の EMCA はたとえば、音楽に

かかわる「人間とコンピュータのインタラクショ

ン Human-computer Interaction（HCI）」や「コン

ピ ュ ー タ に 支 援 さ れ た 共 同 作 業 Computer 

Supported Cooperative Work（CSCW）」の研究が

取り組んできたような、技術の利用がいかなる規

範 と と も に あ る か と い っ た こ と （ Brooker & 

Sharrock 2013）や、技術がいかにして人びとの音

楽 活 動 を 支 援 す る か と い っ た こ と （ Ahmed, 

Benford, & Crabtree 2012）についての一連の探求

（吉川 2017: 22-23）に、研究を加えることになる

だろう。第 3 に、社会学や文化人類学に対する、

理論的な含意をもたらすことが見込まれる。近年

の社会学や文化人類学における音楽研究は、テオ

ドール・アドルノの音楽論（アドルノ 1999: 379-

421; DeNora 2003）をひとつの端緒としつつ、い

わゆるアクターネットワーク理論 Actor Network 



 

2 

Theory（ANT）（ラトゥール 2019）などとの相互

的な影響関係のもとで社会／音楽の二元論を前提

とした研究方針を批判的に検討する過程において、

具体的な人間と事物やその総体 assemblage とし

ての「音楽的媒介 musical mediation」を主題化し

て い く 方 針 を 提 示 し て い る （ Hennion 2015; 

DeNora 2000; Born 2005, 2012; Born & Barry 

2018; 吹上 2015）。遠隔音楽活動の EMCA はこう

した議論を含めた社会学と文化人類学における近

年の動向に対して、いわば人々が「音楽を媒介す

ること doing mediating music」（cf. Garfinkel & 

Sacks 1970）をなす個別具体的な場面から、経験的

な研究の実例を提示することができるだろう1。 

こうした関心のもと本稿がとりくむのは、先行

研究の検討という、ひとつのいわば予備的な作業

である。本稿の著者は現在、COVID-19 がもたら

した状況下での遠隔音楽活動を対象とした経験的

研究を、おもに遠隔音楽レッスンにおける相互行

為分析というかたちで進めていくことを構想して

いる。しかしながら、これからみるように遠隔に

よる音楽活動の研究は現時点でごく限られており、

かつ COVID-19 以後になされた研究に至っては、

その実例を、現時点では見出すことが（恐らく）で

きない。また、EMCA の音楽研究についてのいく

つかの既存の検討作業（吉川 2017: 22-3, 2020a: 

32, 2020b: 141-2）はあるものの、それらは目下の

ところ遠隔音楽実践を対象としたそれを、少なく

とも主題的には進めていない。こうしたことを踏

まえ本稿では、既存の研究文献の検討を通じて、

遠隔音楽活動を対象とした EMCA の現在を検討

し、COVID-19 という状況下において今後の研究

 

1 別稿を準備中であるので詳述はしないが、一見して純粋に理論的なものとして提示されているようにみえるこうした概

念はしばしば、その提唱者によって、EM と親和的な仕方で提示されていることを付記しておきたい（e.g. Hennion 2019: 

42-44）。本稿がその予備となるような分析作業は、両者の比較検討に資するものともなるであろう。この点については、

EM と ANT の関係を踏まえながら進められた Brooker & Sharrock（2017）による研究なども参照のこと。 
2 遠隔音楽レッスンの分析においては、ハープ、チェロ、ヴァイオリン、オーボエ、ピアノ、そしてフレンチホルンといっ

た楽器が対象となった（Duffy et al., 2012: 336）。特にハープやピアノといった楽器は、教師が生徒の手を見ることを可能

 

が取り組み可能な課題を考えていく。 

2 対象 

遠隔音楽活動にかかわる EMCA はおおむね、同

期的な音楽活動と非同期的な音楽活動のふたつに

区別することができる。前者の同期的な音楽活動

の EMCA としては、遠隔の音楽レッスンの分析が

ある。これは、サム・ダフィーを第一著者とした一

連の共同研究によるものであり、遠隔音楽活動を

対象とした研究の大部分を構成している。後述の

ようにこれらは、単に遠隔レッスンを分析する

(Duffy et al., 2012)というだけでなく、対面におい

て行われるレッスンの相互行為分析（Duffy & 

Healey, 2013a, 2013b, 2014b, 2018）や、両者の比

較検討（Duffy, 2015; Duffy & Healey, 2012, 2014a, 

2017）をともないながら進められているものであ

る。また、後者の非同期的な音楽活動の EMCA と

しては、楽曲投稿サイトにおけるコメント活動を

つうじてなされるウェブ上の相互行為の分析

（Reed 2017）を見出すことができる。 

以下では、この暫定的な区別をひとつの導きの

糸としながら、両者の議論がふくむ特徴を論じて

いく。 

3 結果 

3.1 同期的な音楽活動 

対象となる文献の検討作業に先立ち、まずは同

期的な音楽活動の研究についての、背景的な事柄

について述べておく。 

先述のように、同期的な音楽活動の EMCA は、

いくつかの種類の楽器2を含む教師と生徒の二者
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によってとりくまれる遠隔音楽レッスンを対象と

した分析として取り組まれている（遠隔レッスン

が取り組まれた際のセッティングのひとつを、図

1 に示している）。それら研究の中心的研究者は自

身が音楽家（木管楽器奏者）でもあるダフィーで

あるが、公刊された論文（とプロシーディング）は

そのほぼ全てが、パトリック・ヒーリー（ら）との

共同研究のかたちをとっている(Duffy et al., 2012; 

Duffy & Healey, 2012, 2013a, 2013b, 2014a, 2014b, 

2017, 2018)。また、出版された論文のほとんどは、

ダフィー個人による博士論文（Duffy 2015）の章

のいくつかを構成している。 

図 1 遠隔音楽レッスンにおけるセッティングの例（Duffy 

& Healey, 2017: 11） 

遠隔レッスンの分析はまた、しばしば音楽学校

を始めとしたいくつかの教育機関における対面の

（つまり遠隔ではない）音楽レッスンとの比較の

もとで、遂行されている。本稿の中心的な主題で

はないが、ダフィーらは、いくつかの論文におい

て、対面状況でのレッスンにおける志向空間の共

有（例えば、いわゆる「F 陣形 F-formation」）や、

演奏の重なりなどを主題としている。後述するが、

これら対面的な音楽レッスンの分析はいずれも、

ダフィーらの議論においては、遠隔レッスンにお

ける視線や身体動作にかかわるトラブルを特徴づ

ける際の比較検討のための材料という位置づけを

与えられているものである（Duffy & Healey, 2012: 

 

にするために、カメラの配置に独特の工夫の必要性をもたらした（Duffy et al., 2012: 336-7）。またこれらのうちオーボエ

のレッスンについては、共在状況におけるクラリネットのレッスンとの集中的な比較がなされた（Duffy & Healey, 2017: 

9）。 

1513, 1517; Duffy & Healey 2014a: 890-1）。この

ような対面的な状況と非対面的な状況における音

楽レッスンの比較作業はまた、前述のダフィーの

博士論文（Duffy 2015）における中心的な作業の

ひとつともなっている。 

以上をふまえ、以下では一連の論文のなかで繰

りかえし言及されている知見や、必ずしも言及は

されていないものの、一連の研究が備えている特

徴などを提示していきたい。 

既存の研究が提示する主だった知見は 2 点あり、

それぞれ、遠隔による音楽活動が備えている空間

的な課題と、時間的な課題を明確にするものであ

る。 

第 1 に、遠隔レッスンにともなう空間的
、、、

な課題

として、相互行為を共在状況においてとりくむこ

とができないことにかかわる課題が分析されてい

る。これはより具体的には、遠隔レッスンにおい

て教師と生徒が譜面台（とそこに置かれた楽譜）

を空間的に共有できないことによって生じるよう

な問題である（Duffy & Healey, 2012, 2017）。図 2

において示すように、ダフィーらによれば、対面

状況におけるレッスンは、教師と生徒とが（多く

の場合ひとつの）楽譜が置かれた譜面台をともに

見ること――ここには、F 陣形を見出すことがで

きる――によって編成されるような「作業領域

work zone」（図 2 における点線部分）と、教師が

離れたところで生徒の姿勢を観察したり演奏を聴

いたりすることによって編成される「リスニング

領域 listening zone」（図 2 における実線部分）を

振る舞いや身体動作を利用することで切り替えな

がら組み立てられている（Duffy & Healey, 2012: 

1514-5; cf. Duffy & Healey, 2017: 11-12）。教師に

よる教示がこの「作業領域」においてなされると

き、譜面台＝楽譜の空間的な共有は、教師が楽譜

のなかの小節番号に言及することなく指示を出す
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ことや、指示をひとつの楽譜にのみ累積すること

でその書き込み回数を減らしたり生徒がそれをひ

とりで行う練習に利用したりすることを容易にす

る（Duffy & Healey, 2012: 1515, 2017: 13）といっ

た役割を果たしている。しかし遠隔の音楽レッス

ンにおいては、共通の志向対象としての譜面台＝

楽譜は、教師と生徒それぞれの手元において、分

離することになる。ダフィーらによればこのこと

は、「作業領域」と「リスニング領域」の 2 つの領

域の編成を妨げ、教師と生徒が相手と楽譜を同時

に志向することや、対面のレッスンでは可能であ

ったような、教師が声を発することなく生徒の演

奏を中断することなどを難しくする（Duffy & 

Healey, 2012: 1516, 2017: 16）。 

図 2 作業領域／リスニング領域3（Duffy & Healey, 2012: 

1514） 

第 2 に、遠隔的な音楽活動が含む通信の遅延に

かかわる、相互行為の同期についてのいわば時間
、、

的
、

な課題が分析されている。意外なことであるか

もしれないが、この課題は遠隔音楽活動において

教師と生徒が演奏の同期（いわば合奏）を行うこ

 

3 この図はダフィーらの議論に度々登場するが、それらにはしばしば細かな差異が見出せる。たとえば 2017 年の論文

（Duffy & Healey 2017: 12）などにおいてダフィーらは、作業領域とリスニング領域とを必ずしも対比的には提示しなく

なっているようである。 
4 ダフィーらによれば、同期的な演奏が行われるのは、全体のレッスン時間に対して 11-15％程度であった（Duffy et al., 

2012; Duffy & Healey, 2012）。他方、オーボエの対面レッスン全体の時間に占める発話はおよそ 52％であり、その内訳は

生徒 10％、教師 42％であった（Duffy & Healey 2017: 15）。なお本稿では主題化しないが、ダフィーらの議論において、

現象が生起する頻度がしばしば ELAN などを活用しながらのコーディング作業と数量的な特徴づけ（Duffy & Healey 2017: 

11）ともになされていることは、ひとつの特徴といえる（この点は博論（Duffy 2015）においてより顕著である）。 

とができないといった課題ではない
、、、

（Duffy & 

Healey, 2017: 8-9, 16-8）。というのも、通常レッス

ンにおいては常に同期的な演奏が行われるわけで

はない（Duffy et al., 2012: 333; Duffy & Healey, 

2012: 1513-4）ために、遠隔レッスンにおける通信

の遅延というものが、直ちにレッスンの困難をも

たらすわけではないからである4。そうではなくこ

の同期の課題は、教師が教示などをおこなうに際

して生徒の演奏を中断するときなどに生じるもの

である。ダフィーらによれば、レッスンにおいて

演奏される楽節は、それが奏されている間は発言

が差し控えられるなどといったかたちで、しばし

ば会話における「順番 turn」のように取り扱われ

る こ と が あ る （ Duffy & Healey 2014a: 890-1, 

2014b, 2017: 14-5）。このとき教師は、生徒の演奏

に問題点を見出したときであっても、生徒の演奏

の修復を準備しつつも、その開始を演奏されてい

る楽節の完了地点などまで控えることによって、

生徒自身に担わせたりすることがある（Duffy & 

Healey 2014a: 891, 2014b, 2017: 15; cf.シェグロフ, 

ジェファソン, & サックス 2010）。遠隔の音楽レ

ッスンに含まれる通信の遅延しばしば、こうした

活動に混乱をもたらすことがある。例えば生徒は、

実際には教師が生徒の演奏の修復を開始している

にもかかわらず、通信の遅延を原因として、演奏

している楽節の完了地点までに教師による修復の

活動が開始されなかったように思えたために、演

奏を続けてしまうことなどがあった（Duffy & 

Healey, 2017: 16-8）。このように通信の遅延は、遠

隔音楽レッスンにおける演奏
、、

というよりはむしろ、

会話
、、

の編成にかかわる課題をもたらすことがある。 
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なおダフィーらはいくつかの論文において、遠

隔による音楽レッスンを支援するためのデジタル

スコア（楽譜）や合図などをひとつの画面上で共

有するためのアプリケーションの提案（Duffy & 

Healey, 2012: 1516-7, 2017: 18-21）などをおこな

っているが、それらはいずれも、遠隔の音楽活動

において観察される、上述の空間的／時間的な課

題に対処するものとして位置づけられている。 

ダフィーらによって提示されている主だった知

見は以上であるが、以下では、これらの知見を理

解する際に注意を払う必要があるような、一連の

研究がそなえる他の特徴を指摘していく。 

そのひとつは、ダフィーらの研究がいずれも実

験室的な、いわば統制的な状況で行われていると

いうことである。例えば遠隔レッスンは、実際に

は、隣り合った部屋で実施されている（Duffy & 

Healey 2017: 9-10）。これに伴って、音声の遅延な

ども、0.9 秒という一定の時間に定められているも

のである（Duffy et al., 2012: 335 ; Duffy & Healey 

2017: 9-10）。 

また、これは既に述べたことともかかわるが、

ダフィーらの一連の分析は、遠隔レッスンにかか

わる教育システム開発の一部としてやや特殊な状

況のなかで行われている。実際、ダフィーらの研

究は、ビデオカメラ、マイク、タブレット端末、そ

して PC といった機材やアプリケーションからな

る「Remote Music Tuition」とよばれるシステム

のプロトタイプの改善という目的のためになされ

ているものである（Duffy et al., 2012: 334; Duffy 

& Healey 2017: 7-8）。この Remote Music Tuition

は、教師側に 1 台、生徒側に複数台のビデオカメ

ラを含んでおり、教師はレッスンの過程において、

 

5 実際には映像の切り替えなどはそれほど頻繁にはなされなかったという（Duffy et al., 2012: 337） 
6 この問題はたとえば、Skype における通信などでは音質や周波数の範囲が制限されることで、レッスンにおける診断可

能な内容が、音の高さの間違いなどに限定されること（つまり反対に、音色の洗練などが難しくなること）が挙げられて

いる（Duffy et al., 2012: 337）。 
7 こうしたことをふまえダフィーらは、音声の通信を最適化することで逆に映像の利用を重視しない方向でのシステム改

善の可能性なども議論している（Duffy et al., 2012: 337; Duffy & Healey 2017: 18）。 

マルチビューを利用するなかで、生徒を映す任意

のビデオカメラの映像をメイン表示することなど

ができる5。また音声に関しては、演奏に適したよ

り広い周波数に対応するために、システムの中心

には共同研究企業であるところの Polycom 社

HDX6000 が据えられている（Duffy et al., 2012: 

335, 2017: 7-8）。調査の参加者の中には、Skype（現

Microsoft 社）などのより広く普及したアプリケー

ションを利用した遠隔レッスンの経験を持ってい

る教師もいた。そのため一連の論文のなかでは、

Skype の利用にともなう利用可能な周波数の制限

といった問題や障害6が教師たちの経験なども参

照されつつ議論されている（Duffy et al., 2012: 

337; Duffy & Healey 2017: 18）ほか、ダフィーら

による知見の Skype、Hangouts（Google 社）、そ

して Facetime（Apple 社）といったより普及した

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム へ の 適 応 可 能 性 （ Duffy & 

Healey, 2017: 22）などが、検討課題として提示さ

れている。 

セッティングの特殊性は、遠隔レッスンの参加

者に対して問題含みな状況をもたらしている。ダ

フィーらの調査において参加者は、最初にビデオ

カメラのアングルなどを調整する必要があった

（Duffy & Healey, 2017: 7-8）。また、当該システ

ムを利用したレッスン状況に熟練していないとい

うことのひとつの帰結として、機材の一部を利用

しないということも生じた（Duffy et al., 2012: 

336; Duffy & Healey, 2012: 1515; Duffy & Healey 

2014a: 891）7。このためダフィーらの論文ではし

ばしば、同じ参加者による継続的な調査の必要性

が指摘されてもいる（Duffy et al., 2012: 338）。 

また、こうした遠隔レッスンについての不慣れ
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さとは対照的に、いずれの論文においても、その

対象者は楽器の熟練者であった。調査は、遠隔の

レッスンについていえば音楽家の育成を目的とす

る慈善団体で行われており（Duffy et al., 2012: 

333; Duffy & Healey, 2012: 1513, 2017: 7-8）楽器

を演奏したりすること自体に困難をともなう事例

などは扱われていない。ダフィーらも言及してい

ることであるが、観察された相互行為がそなえる

特徴などは、こうした参加者の音楽能力とのかか

わりのなかで理解されるべきであるだろう（Duffy 

& Healey, 2017: 22）。 

3.2 非同期的な音楽活動 

非同期的な音楽活動の EMCA は、ごくわずかに

見出すことができるのみである。遠隔音楽活動の

分析の大半はダフィーらによるものであるが、こ

れらはいずれも、レッスンにおける同期的な相互

行為をめざすような活動であった。これに対して

ダレン・リード（Reed 2017）によるデジタル会話

分析 Digital Conversation Analysis（デジタル CA）

の試みは、楽曲投稿サイト Soundcloud8における

コメント活動の分析をつうじて、音楽にかかわる

「 疑 似 同 期 的 Quasi-synchronous 」（ Garcia & 

Jacobs 1999）な活動の一端を明らかにしていると

見なすことができるものである。 

図 3 Soundcloud の再生画面（Reed 2017: 87） 

非同期的な音楽活動の EMCA がなす中心的な

主張は、その参加者たちによるコメント活動が日

常会話の規則を活用することとともに取り組まれ

 

8 Soundcloud のホームページ: https://soundcloud.com/ （2021 年 3 月 19 日取得） 

ているということである。Soundcloud では、楽曲

へのコメントが、図 3 において示したように、再

生バーでもあるタイムラインにおける特定の位置

に紐づけられることによってなされる。リードは

分析のなかで、Soundcloud におけるコメントには、

反応の叫び response cry（Goffman 1978: 800-1）

のごとく即自的にして自然な反応としてなされる

「 ひ と つ の 単 語 か ら な る 評 価 single-word 

assessment」（例えば、「美しい！！！Beautiful!!!」）

やときにそれに付加がなされたもの（例えば、「い

いね、すごく新ロマン主義的、好きです nice, very 

neo romantic, love it」など――この場合、「いいね」

というひとつの単語からなる評価のあとに明確化

と一般化をおこなうための複数の単語が付加され

ている）、タイムラインにおける位置というよりは

むしろ楽曲の一側面に言及するための「指示対象

が固定された評価 Referent-latched assessment」

（例えば、「ヴォーカルが凄い The vocals are 

incredible」）、そしてタイムラインにおいて先立つ

評価と関連づけてなされる「第 2 の評価 second 

assessment」（例えばこれは、先行する評価「いい

ね！Nice!」に含まれる単語を利用しながら「本当

に、すごくいいね very nice indeed」という評価を

続けることによってなされる）といったタイプが

見いだせることを論じている（Reed 2017: 85-8, 

88-91, 91-2, 92-4）。このとき例えば「第 2 の評価」

は先行する（第 1 の）評価とはしばしば大きく隔

たるようなときに数年にも及ぶ時間の後になされ

るにしても、楽曲のタイムライン上では、隣接す

るかたちで配置されることになる。こうしたコメ

ント同士の構造化は、Soundcloud のインターフェ

ースについての理解をともないながら、単にひと

つひとつのコメントを「発話のように」組み立て

るだけでなく、それらを「会話のように」結び付け

ることによって、なされている（Reed 2017: 94）。 

https://soundcloud.com/
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4 議論 

以上の検討を踏まえ、本節では最後に、遠隔に

よる音楽活動を対象とした EMCA が取り組み可

能な課題という関心のもとで、指摘可能な点を考

えていきたい。 

第 1 に、不慣れな状況としての遠隔音楽活動に

おける実践にともなう課題でなく、ルーティン化

された実践における課題を探求するという方針が

考えられる。ダフィーらによる遠隔レッスンの分

析はいずれも、それが実験室的であることで、参

加者らによるセッティングの試行錯誤などある種

の問題含みな場面としての特徴を含むものであっ

た。これに対しルーティン化した活動の分析は、

遠隔音楽活動それ自体の特徴の探求に結びつくと

思われる。 

第 2 に、研究者によって統制された状況から、

より自然生起的な状況の分析が構想されてよいだ

ろう。前述のように、ダフィーらのセッティング

は教育システムの開発と改善という関心とも連動

しながら、一定の長さの遅延を再現するなど、設

計が入念に施されたものであった。こうした方針

は確かに、遠隔音楽活動における遅延がもたらす

影響などを際立ったかたちで提示するであろうが、

ここには例えば、通信における遅延が生じている

かそれ自体の明確化作業といった主題が取り組ま

れる余地がない。これに対し、自然生起的な状況

における実践の分析は様々な偶発性を呼び込み、

そのような偶発性に対処する実践それ自体を特徴

づけることに資するものとなるだろう。 

第 3 に、画一的な設備から多様にして個別的な

設備へ。現実の遠隔音楽活動においては、Remote 

Music Tuition のような特殊な設備だけではなく、

必ずしも音楽活動に特化したわけではない、様々

な場当たり的（アドホック）な設備が利用されて

いるだろう。こうした設備にともなう相互行為が

どういったセッティングのいかなるデザインとと

もにあるかといったこと（cf. Reed 2017）それ自

体が、その多様性とともに探求されてよいだろう。 

こうした、ルーティン化した実践の主題化、自

然生起的であること、そして多様にして個別的で

あることが目指されることには、さまざまな含意

が見込まれる。現実に
、、、

生じた偶然性や多様性は、

現実に
、、、

遠隔音楽レッスンに取り組む人びとや HCI

や CSCW 的研究に対するより実践的なチュート

リアルを構成しうるだろう（cf. Garfinkel 2002; 

Brooker & Sharrock 2013; Ahmed, Benford, & 

Crabtree 2012）。また、社会学や文化人類学におけ

る音楽的媒介にかかわる理論的な議論に対しては、

音楽を媒介することの詳細を具体的な水準におい

て提示することにつながるだろう（cf. Hennion 

2015; Born 2005）。 
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